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は が き 宛 名 印 刷 ウ ィ ザ ー ドを 使 う （ Word2002）  

Word2002 の 「は がき 宛 名 印 刷 ウ ィ ザ ー ド 1」を 使 う と 、Excel や Word で 作 成

し た 住 所 録 を 使 っ て、 は がきに 宛 名 を 印 刷 す ること がで き ま す 。  

これは 「差 し 込 み 印 刷 」 と いう 機 能を 使 う の で す が、 使 い易さや 出 来栄 え で は 、 文

末にある市販 の は がき 印 刷 ソ フ ト には か な いま せ ん 。し か し 、他 （ 封 書 の 宛 名 印 刷 、

宛 名 の 違 う 文 書 の 印 刷 等 ） へ の 応 用 も 効 く し 、 今 あるで あ ろ う 住 所 録 がその ま ま 使

え た り 2、 個 別 に追 記 で き た り 、 文 書 と し て残 せ る の も 魅 力 で す 。  

ここで は 、 3.5 イ ンチ Ｆ Ｄ にある Excel の 住 所 録 を 使 っ て、 は がきに 宛 名 を 印 刷

し てみ ま し ょ う 。  

《 目  次 》  

■ 宛 名 印 刷 に使 う 項 目 ............................................................................................................... 2 

■ ウ ィ ザ ー ド の 起 動 ....................................................................................................................2 

■ 「は がき 宛 名 印 刷 ウ ィ ザ ー ド 」 .......................................................................................3 

■ 住 所 録 （ デ ー タフ ァ イ ル ） を 変 更 す る ........................................................................ 5 

■ 指 し 込 み フ ィ ー ル ド の 指 定 ・ 変 更 ..................................................................................6 

■ 差 し 込 み フ ィ ー ル ド の 表 示 ................................................................................................. 7 

■ は がき 宛 名 文 書 の 保 存 .......................................................................................................... 8 

■ 印 刷 ..................................................................................................................................................9 

■ 印 刷 対 象 /非 対 称 の 指 定 .....................................................................................................10 

■ 印 刷 時 の ず れの 調 整 ............................................................................................................11 

■ エ ラ ー メ ッ セ ー ジ .................................................................................................................12 

■ 留 意点 ..........................................................................................................................................12 

（ 参 考 ） 市販 されている は がき 印 刷 ソ フ ト ................................................................13 

 
《 Excel 住 所 録 の 例 》  

 

Excel の 住 所 録 は 、(a)１ 行 目 は 項 目 名 、(b)２行 目 以 降 は 全 てデ ー タ にす る必要 があ
り ま す 。 Excel 以外の ソ フ ト （ ここで は 、Word） と デ ー タを や り 取り す る場合 の 必須
形 式 で す 。  

   
1 ウ ィ ザ ー ド wizard：「男 の 魔法使 い」 の 意。  

こ の 手 順 は 、Word2002 の バ グ の 関 係 上 、Word2000 版 に 比 べ 複 雑 な も の に な り ま し た 。  
2 その ま ま 使 え る： 通 常 、市販 されているソ フ ト は 、 住 所 録 を Excel か ら 取っ て く る （ 移 入 す る、イ ン

ポ ー ト す る ） こと は で き ま すが、こ の 逆 は 殆 ど 出 来ま せ ん 。 Excel で 住 所 録 を 作 ると 、「使 い回 し 」が

で き ま す 。  
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■ 宛 名 印刷 に使 う 項 目  

Word の は がき 宛 名 印 刷 で 使 用 す る 項 目 は 、

次 の と お り で す 。  

①  氏 名  

②  連 名  

③  会 社 .......................今 回は 使 いま せ ん 。  

④  部署 .......................今 回は 使 いま せ ん 。  

⑤  役 職 .......................今 回は 使 いま せ ん 3。  

⑥  郵 便 番 号   

⑦  住 所 _1 １ 行 目 の 住 所 4で す 。  

⑧  住 所 _2 2 行 目 の 住 所 で す 。  

 

ここで は 、 差出 人は  

「敬 称 」 は “様 ” に 固 定 、  

「差出 人」 は 使 わ な い  

こと に し ま す 。  

 

上 と 同 じ 項 目 名 で Excel の 住 所 録 が作 成 されていれ ば 、 自 動 的 に 処 理 されま すが、

異 な る の が普 通 で し ょ う 。 こ の 場合 、 ど の 項 目 に対 応 す る か を 指 定 す ること に な り

ま す 。  

■ ウ ィ ザ ー ド の 起 動  

1. メ ニ ュ ー バ ー の 、  

 [ツ ー ル ]⇒ [は がき と 差 し 込 み 印 刷 ]⇒ [は がき 印 刷 ]  

を ク リ ッ ク  

2. 「宛 名 面 ・ 文 面 の 選 択 」（ 右 図 ） の  

[宛 名 面 の 作 成 ]ボ タンを ク リ ッ ク  

し ま す 。  

新 し い 文 書 が作 成 され、「は がき 宛 名 印 刷

ウ ィ ザ ー ド 」 画面 にな り ま す 5。  

 

   
3 Word2002 で は 、「役 職 」 を 入 力 す ると 、「部署 」 が表 示 されて し ま う バ グ があり ま す 。  

（ マ イ ク ロ ソ フ ト  サ ポ ー ト 技術 情 報 -417570）  
4 １ 行 目 の 住 所 に は 、 都 道 府 県 名 を 入 れな い 方 がいいで し ょ う 。 何故 な ら ば 、 文 字数 が多いと Wordがフ ォ

ント サ イ ズ を 小 さく し て１ 行 に納ま るよう に調節す るか ら で す 。  
5 これは 、メ ニ ュ ー バ ー の 、[フ ァ イ ル ]⇒ [新 規 作 成 ]を ク リ ッ ク 、作 業 ウ ィ ンド ウ の 「は がき 宛 名 印 刷 ウ ィ ザ ー

ド 」 を ク リ ッ ク し ても 同 じ で す 。 特 に、 文 書 が表 示 されていな い時 は 、 こ の 方 法で 起 動 し ま す 。  

１  

２  

５  

７  

８  

６  

３  

４  

敬 称 は 固 定  差出 人  
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■ 「 は が き 宛 名 印刷 ウ ィ ザ ー ド 」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ） 起 動直 後 は 入 力 項 目 がな い の で 、 [次 へ ]ボ タンを ク リ ッ ク し ま す 。  

２ ） ど の は がき を 使 用 し ま す か ？  

「年 賀 /暑 中 見 舞 い」 にチ ェ ッ ク を 入 れま す 。  

「背 景 には がき を 表 示 す る」 は 、 チ ェ ッ ク を 入 れてお き ま す 。  

３ ） 縦書 き /横 書 き の ど ち ら の 様 式 に し ま す か ？  

「縦書 き 」 にチ ェ ッ ク を いれま す 。  

「差出 人 の 郵 便 番 号 を 住 所 の 上 に 印 刷 す る 」 にチ ェ ッ ク を 入 れま す 6。  

４ ） 宛 名 /差出 人 の フ ォント を 指 定 し て く だ さい  

フ ォント を リ ス ト の 中 か ら 選 択 し ま す 。  

縦書 き の 番 地 の 書 式 を 指 定 し て く だ さい  

「宛 名 住 所 の 数 字を 漢 数 字に 変 換 す る」 にチ ェ ッ ク を 入 れま す 7。  

「差出 人 住 所 内 の 数 字を 漢 数 字に 変 換 す る」 の チ ェ ッ ク 入 れま せ ん 8。  

５ ） 差 出 人情 報を 入 力 し て し て く だ さい  

ここで は 、は がき の 裏 面 に 印 刷 す ること に し て、「差出 人を 印 刷 す る 」の チ ェ ッ ク は

いれま せ ん 。 チ ェ ッ ク を 入 れ た 場合 は 、（ 縦書 き で す の で ） 住 所 中 の 数 字は 漢 数 字が

いいで し ょ う 。  

   
6 チ ェ ッ ク を 入 れな いと 「下に 印 刷 」 す ること に な り ま す 。  

下は 、 差出 人 の 郵 便 番 号 を 記 入 す る 枠 があり ま す の で 、 宛 名 の 郵 便 番 号 と 両 方 を 枠 の 中 に入 れること に な

り ま す 。 慣 れな いう ち は 、「 上 に 印 刷 」 し た 方 がいいで し ょ う 。  
7 漢 数 字に 変 換 される の は 、 半 角 文 字 の み で す 。  
8 差出 人 の 入 力 は １ 回き り で す の で 、 変 換 させ ず に 漢 数 字で 入 力 し た 方 が融 通 がき き ま す 。  

黄 緑 色 にな っ ている の が現 在 の 場 所 。  

灰色 の ■ を ク リ ッ ク す ると 、 そこに直 接 移 動す る 。 

こ の 位 置 に 、色 々 な

指 示 が 出 て くる 。 

入 力 が終わ っ た ら 、  

[次 へ ]を ク リ ッ ク す る  
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５ ） 宛 名 の 印 刷 に差 し 込 み 印 刷 機 能を 使 用 し ま す か ？  

「標 準 の 住 所 録 フ ァ イ ル を 差 し 込 む 」 にチ ェ ッ ク 9を 入 れ、 フ ァ イ ル の 種 類 は 、

リ ス ト の 中 か ら 「Microsoft Excel」 を 選 択 し ま す 10。  

宛 名 の 敬 称 を 指 定 し て く だ さい  

宛 名 の 敬 称 は 、 リ ス ト の 中 か ら 「様 」 を 選 択 し ま す 。  

「住 所 録 で 敬 称が指 定 されていると き は 住 所 録 に 従 う 」 にチ ェ ッ ク を 入 れま す 。  

６ ） は がき 宛 名 印 刷 ウ ィ ザ ー ド の 設 定 完 了  

「 設 定 は 完 了 し ま し た 。」 と 表 示 され た ら 、 [完 了 ]ボ タンを ク リ ッ ク し ま す 。  

７ ） 表 の 選 択  

次 の 画面が表 示 されま す の で ... 

 

 

 

 

 

 

 

 

「先 頭 行 をタイ ト ル 行 と し て使 用 す る」 にチ ェ ッ ク を 入 れ、  

[OK]ボ タンを ク リ ッ ク し ま す 。  

８ ） は がき 宛 名 印 刷 文 書  

右 図 の よ う な 文 書 が表 示 され た ら 、 は がき 宛 名 印 刷 ウ ィ

ザ ー ド の 終了 で す 。  

 

こ の 段 階 で は 、 デ ー タが何も 入 っ てい な い （ 標 準 の ） 住

所 録 と 関 連 付 け ら れていま す の で 、 内 容 は 何も 表 示 されま

せ ん 。“様 ” は 固 定 で す 。  

 

 

 

 

次 に、 実 際 に使 う 住 所 録 と 関 連 付 け ま す 。  

   
9 「他 の 住 所 録 フ ァ イ ル を 差 し 込 む 」 を 選 択 す る 方 法も あり ま すが、 こ の 方 法で は 「 連 名 」 が表 示 で き な い

バ グ があり ま す 。（ マ イ ク ロ ソ フ ト  サ ポ ー ト 技術 情 報 -418037）  
10 これにより 、マ イ ド キ ュ メ ント の 「My Data Sources」 フ ォ ル ダ に「Address」と いう Excel フ ァ イ ル

が作 成 されま す 。  



 

は が き 宛 名 印 刷 ウ ィ ザ ー ド を 使 う  

は が き 宛 名 印 刷 2002.doc 5 

■ 住 所 録 （ デ ー タ フ ァ イ ル）を 変更す る  

上 記 で は 「標 準 の 住 所 録 フ ァ イ ル 」 を 使 用 し ま し た の で 、 3.5 イ ンチ FD にある

自 分 の 住 所 録 フ ァ イ ル （ 住 所 録 ） に 変 更 し ま す 。 こ の 方 法は 、 例え ば ハ ー ド デ ィ ス

ク にある 住 所 録 に 変 更 し た い場合 等 にも 使 え ま す 。  

1. メ ニ ュ ー バ ー の 、 [ツ ー ル ]⇒ [は がき と 差 し 込 み 印 刷 ]⇒ [差 し 込 み 印 刷 ウ ィ

ザ ー ド ]を ク リ ッ ク  

2. 作 業 ウ ィ ンド ウ の 「 既 存 の リ ス ト を 使 用 」 にある 、 [別 の リ ス ト の 選 択 ...]

を ク リ ッ ク  

3. 「デ ー タフ ァ イ ル の 選 択 」 画面 の  

「フ ァ イ ル の 場 所 」 を 住 所 録 の ある フ ォ ル ダ （ ここで は 、 3.5 イ ンチ FD）

を 指 定 し 、  

4. 「住 所 録 」 を ク リ ッ ク し 、  

5. [開 く ]ボ タンを ク リ ッ ク し ま す 。  

6. 「表 の 選 択 」 画面 で は 、  

その ま ま 11[OK]ボ タンを ク リ ッ ク し ま す 。  

   
11 正 確 には 、 住 所 録 の シ ー ト 名 と 一致 す る 名 前 （ こ こで は Sheet1） を ク リ ッ ク 後 、 [OK]ボ タンを ク リ ッ

ク し ま す 。  

5.ク リ ッ ク  

3.住 所 録 の ある フ ォ ル ダ を 指 定 す る  

4.住 所 録 フ ァ イ ル を ク リ ッ ク  

5.ク リ ッ ク  
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7. 「差 し 込 み 印 刷 の 宛 先 」 画面 で は 、  

その ま ま 、 [OK]ボ タンを ク リ ッ ク し ま す 。  

■ 指し 込 み フ ィ ー ル ド の 指定・ 変更  

ここで は 、Word の は がき 宛 名 印 刷 の 項 目 名 （ 差 し 込 み フ ィ ー ル ド ） と 住 所 録 の

項 目 の 対 応 を 行 いま す 。 これは 、 項 目 名 が一致 し てい な い時 に必要 にな り ま す 。  

1. は がき 宛 名 印 刷 ツ ー ル バ ー の 、  

 [デ ー タ]⇒ [フ ィ ー ル ド の 一致 ] 

を ク リ ッ ク し ま す 。  

2. 「フ ィ ー ル ド の 対 応 」 画面 で は 、  

フ ィ ー ル ド リ ス ト を 使 っ て ,次 頁 の 図 の よう に対 応 させ 、[OK]ボ タンを ク リ ッ

ク し ま す 。  
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■ 差し 込 み フ ィ ー ル ド の 表示  

差 し 込 み 印 刷 ツ ー ル バ ー （ ま た は ツ ー ル ボ ッ ク ス ） の  

[差 し 込 ん だ デ ー タの 表 示 ]ボ タン（ 右 図 ） を オ フ に し ま す 。  

ü ボ タンが見 つ か ら な い時 は 、  

 メ ニ ュ ー バ ー の [表 示 ]⇒ [ツ ー ル バ ー ]⇒ [差 し 込 み 印 刷 ] 

を ク リ ッ ク し て、 差 し 込 み 印 刷 ツ ー ル バ ー を 表 示 させ ま す 。  
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ü 右 図 の よう に 表 示 され な い （ オ ンに な っ てい
る ） 時 は 、 ク リ ッ ク し ま す 。  

 

ここで 、《  》 で 囲ま れ た 項 目 を  

 「差 し 込 み フ ィ ー ル ド 」  

と いいま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

《 考察 》  以下は 全 て 推 定 で す 。  

Ø 郵 便 番 号 は 「テ キ ス ト ボ ッ ク ス 」 の 中 に 表 を 2 っ 作 成 し 、 左側 は 郵 便 番 号 を 左詰め、 右
側 は 右 詰めに し てある 。  

Ø 郵 便 番 号 以外は 「縦書 き テ キ ス ト ボ ク ス 」 の 中 に 表 を 作 成 し てある 。  

Ø 氏 名 は 、 均等 割 り 付 け し てある。  

Ø “様 ” は 差 し 込 み フ ィ ー ル ド で は な い。  

■ は が き 宛 名 文 書の 保 存  

は がき 宛 名 文 書 は 住 所 録 と 対 にな っ ていま す の で 、 文 書 フ ァ イ ル を 保 存 あるいは

コピ ー す る時 は 、 次 の こと に注 意が必要 で す 。  

1. 住 所 録 と 同 じ フ ォ ル ダ に 保 存 す る 。  

 ここで は 3.5 イ ンチ FD に 住 所 録 があること を 前提 に し ま し た 。そこで は

がき 宛 名 文 書 フ ァ イ ル も 3.5 イ ンチ FD に 保 存 す る の が一 番 無難で す 。  

2. 住 所 録 を動か さな け れ ば 、 同 じ パソ コン内 の 任 意 の フ ォ ル ダ に 保 存 可能。  

 初 めか ら ハ ー ド デ ィ ス ク 内 で 作 成 す れ ば いい の で す が、今 回の よう に 住 所

録 を 持 ち 運 ぶ よう な ケ ー ス で は 難 し い ...で す 。  
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■ 印刷  

は がき 宛 名 印 刷 ツ ー ル バ ー の [印 刷 ]を ク リ ッ

ク し ま す 。  

• 表示中 の は が き を 印刷  

 現 在 の 宛 名 の み 印 刷 し ま す 。  

印 刷 に 失 敗 し た の で 、 や り 直 す 時 や 、 試 し 印 刷 の 場合 に 便 利 で す 。  

• 全て印刷  

 住 所 録 の 全 デ ー タを 印 刷 し ま す 。 

ク リ ッ ク す ると 、右 図 の 画面が出 ま

す 。 ここで 、  

◎ す べ て  

す べ て印 刷 し ま す 。  

◎ 現 在 の レ コ ー ド  

今 、 表 示 し ている 宛 先 を 印 刷 し ま す 。  

◎ 最 初 の レ コ ー ド /最 後 の レ コ ー ド  

印 刷 す る レ コ ー ド の 範 囲を 半 角 数 字で 入 力 し ま す 。 Excel 住 所 録 の ２行 目

が１ レ コ ー ド 目 に な り ま す 。  

• 新規 文 書へ 差し 込 み  

 住 所 録 の 全 デ ー タ分 の ペ ー ジ を 、「レ ター **」 と いう 文 書 名 で 作 成 し ま す 。  

ク リ ッ ク す ると 、 上 述 「全 て印 刷 」 と 同 じ 画面がで ま す の で 、 印 刷 対 象 材 を し

てい し ま す 。これに 限 ら ず 、後 述 の 「ず れの 調 整 」を 先 に行 っ てお き ま し ょ う 。  

 「印 刷 し た 結 果 を 保 存 し てお き た い」「個 々に編 集 し た い 」（ 文 字 の 変 更 や 追

加 が可能で す ） 時 等 に 便 利 で す 。  
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■ 印刷 対 象 /非 対 称 の 指定  

通 常 で は 、住 所 録 の 全 デ ー タを 印 刷 し ま す が、個 々に 印 刷 す る /し な いを 指 定 す る

こと がで き ま す 。  

1. は がき 宛 名 印 刷 ツ ー ル バ ー の [宛 名 ]を ク リ ッ ク し ま す 。  

2. 「差 し 込 み 印 刷 の 宛 先 」 の 画面 で は 、  

 
• 左端 にある チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス の チ ェ ッ ク を外す と 印 刷 されま せ ん 。  

• [す べ て 選 択 ]ボ タン 

 ク リ ッ ク す ると 、 す べ ての デ ー タにチ ェ ッ クが入 り ま す 。  

• [す べ てク リ ア ]ボ タン 

 ク リ ッ ク す ると 、 す べ ての デ ー タの チ ェ ッ クが外れま す 。  

•  [OK]ボ タン 

 ク リ ッ ク す ると 、 結 果 を 保 存 し て画面 を 閉 じ ま す 。  

ü は がき 宛 名 文 書 を 保 存 す ると 、 次 回、 こ の 文 書 を 開 い た 時 も 「ここで の 指 定 が有
効 」 に な り ま す 。 保 存 す る前に、 す べ て 選 択 状 態 に し て 保 存 す る な ど の 配慮 が必

要 で す 。  

チ ェ ッ ク  
ボ ッ ク ス  
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■ 印刷 時 の ず れ の 調 整  

郵 便 番 号 がは がき の 枠 内 に 印 刷 されな い場合 に使 用 し ま す 。  

ま ず 、 は がき 宛 名 印 刷 ツ ー ル バ ー の [レ イ ア ウ ト ]（ 右 図 ） を  

ク リ ッ ク し ま す 。  

 

ここ の 、縦位 置 と 横 位 置 で 調 整 し ま す 。 縦位 置 あるいは 横 位 置 の 値 を 変 え ると 、

郵 便 番 号 が動き ま す の で 、 方 向 を 見 極 めてく だ さい。  

値 は 、 ス ピンボ タンで は １ mm 単 位 で す が、 半 角 文 字で 直 接 入 力 す ると 、 小 数 点

以下の 値 も 入 力 で き ま す 。  

「印 刷 位 置 の 調 整 値 を 保 存 す る」 にチ ェ ッ ク を 入 れると 、 調 整 し た 値 が保 存 され

ま す 。 但 し 、 小 数 点以下の 値 を 入 力 す ると 、 整 数 値 に 変 わ っ ていま す の で 注 意が必

要 で す 。（ 値 は 、 小 数 点以下で 残 っ ているよう で す ）  

最 終的 には 、 ペ ー ジ 設 定 の 余 白 値 で 確 認 し て く だ さい。  
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■ エ ラ ー メ ッ セ ー ジ  

１ ） 「xxxx は 差 込 印 刷 の メ イ ン文 書 で す 。 デ ー タフ ァ イ ル 、 xxxx は 見 つ か り ま せ ん 。」  

住 所 録 を 移 動させ た り 、 住 所 録 の フ ァ イ ル 名 を 変 え ると 、 は がき 宛 名 文 書 フ ァ イ

ル を 開 い た 時 に次 の メ ッ セ ー ジ が表 示 されま す 。  

 

こ の 時 は 、  

[デ ー タフ ァ イ ル の 検索 ]ボ タンを ク リ ッ ク 、  

「 ■ 住 所 録 （ デ ー タ フ ァ イ ル）を 変更す る 」 の ３ .項 以 降 の 手 順  

で操作 し ま す 。  

■ 留 意 点  

ü デ ー タフ ァ イ ル の 変 更 は 慎 重 に  

 デ ー タフ ァ イ ル （ 住 所 録 ） の フ ァ イ ル 名 や 項 目 名 を 変 え ると 、 メ イ ン文 書 （ は が

き 宛 名 印 刷 文 書 ） と の 関 連 が取れな く な り 、 メ イ ン文 書 を 開 い た 時 、エ ラ ー が出 ま

す 。  

ü Excel フ ァ イ ル で は 、 シ ー ト を 一 番 上 に し てお く  

 住 所 録 に複 数 の シ ー ト を 作 成 し た 場合 、差 し 込 み 印 刷 す るシ ー ト を 一 番 上 に し て

保 存 し ま す 。  

ü 住 所 等 の 算 用 数 字は 、  

 ① 半 角 文 字は 横 ...........漢 数 字 指 定 を 行 う と 全 角 漢 数 字に 変 換 される  

 ② 全 角 文 字は その ま ま  

表 示 されま す 。  

ü 宛 名 の 郵 便 番 号 は 、「 ■ 印刷 時 の ず れ の 調 整 」 で 枠 内 に 印 刷 さ せ る こと がで き ま す
が、 差出 人 の 郵 便 番 号 を 枠 内 に入 れるよう 単 独 に調 整 す ること は 困 難で す 。  

ü プ リンタの 機 種 によっ ては 、 余 白 の 設 定 を 変 え る必要 があり ま す 。  
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（ 参 考）市 販 さ れ てい る は が き 印刷 ソ フ ト  

impress Direct PC SOFT SQUARE（http://direct.ips.co.jp/pc/ihtml/nenga2002/）よ り 引 用 （2001/11） 

 

 

 

毛 筆 印 刷 ソ フ ト の 定 番 。 グ リ ー テ ィ ング メ ー ル を 指 定 日 に配

信 で き る 。 イ ンタ ー ネ ッ  ト サ ー ビ ス が強 化 され、 住 所 録 を

ネ ッ ト 上 に ア ッ プ し て ど こか ら で も 閲 覧 す ることがで きる。  

（ 5980 円 ）  

 

 

急 成 長 中 の 年 賀 状 ソ フ ト 。 E メ ー ル や ホ ー ム ペ ー ジ 作 成 にも

対 応 。 住 所 録 や は がき の 作 成 も ち ょ ー 楽 ち ん 。  

（ 3590 円 ）  

 

 

Excel、Access か ら 住 所 録 デ ー タを カ ンタンに 読 み 込 める の

が便 利 。 写 真 の 取り 込 み 機 能も 強 化 。  

（ 3730 円 ）  

 

 

『ATOK Home』を 搭 載、 住 所 録 デ ー タの 活用 を 強 化 し た 、

初 心 者 にや さ し いソ フ ト 。約 1300点 の は がきサンプ ル 、約

7500点 の イ ラ ス ト ・ 背 景 、 28万 件 の 姓 名 辞書 を 収 録 。  

（ 4160 円 ）  

 

 

ナビ 機 能を 強 化 し た 初 心 者 にや さ し いソ フ ト 。 イ ラ ス ト 、 レ

イ ア ウ ト な ど 様々な 素 材 を 8400 点収 録 。 グ リ ー テ ィ ング

カ ー ド を 指 定 期日 に E メ ー ル で 送 信 す る機 能付 。  

（ 4050 円 ）  

 

 

電話 番 号 を 入 力 す る だ け で 、住 所 ・ 氏 名 ま で 入 力 で き る 4100

万 件 以上 の 電話 番 号 辞書 を は じ め、 15万 件 の 郵 便 番 号 辞書 、

28万 件 の 姓 名 辞書 を 搭 載 。 音 声 ガイ ド 機 能付 。  

（ 3990 円 ）  

 


